
平
成
二
十
四
年
十
一
月
五
日
提
出

質

問

第

二

五

号

北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館
（
仮
称
）
間
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

25



北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館
（
仮
称
）
間
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館
（
仮
称
）
間
は
平
成
二
十
七
年
度
末
開
業
に
向
け
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
時
速
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
よ
る
高
速
走
行
の
メ
ド
が
た
っ
て
い
な
い
。
国
は
、
去
る
本
年
七
月

整
備
新
幹
線
小
委
員
会
の
も
と
に
「
青
函
共
用
走
行
区
間
技
術
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
る

が
、
未
だ
に
方
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
の
中
で
青
森
県
と
青
森
県
議
会
が
揃
っ
て
国
に
要
望
を
し
た
が
、
対
応
し

た
国
土
交
通
副
大
臣
か
ら
は
具
体
的
な
国
の
考
え
が
示
さ
れ
ず
、
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
青
函
共
用
走
行
区
間
技
術
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
は
青
函
共
用
走
行
区
間
に
お
け
る
高
速
走
行
（
時
速
二
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
実
現
の
た
め
、
具
体
的
な
方
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
に
そ
の
方
策
を

示
す
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

新
幹
線
と
在
来
貨
物
列
車
と
の
運
航
の
時
間
帯
区
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
、
青
森
県
や
同
県
議
会
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
方
針
な
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函
館
（
仮
称
）
間
に
お
け
る
工
事
費
が
当
初
予
算
よ
り
増
額
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
関
係
自

一



治
体
の
更
な
る
負
担
は
あ
り
え
な
い
。
国
は
関
係
自
治
体
に
対
し
て
負
担
を
求
め
な
い
方
針
な
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如

何
。

右
質
問
す
る
。

二


